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 犯罪捜査のキモといえば、ほんのごく最近まで「刑

事の足とカン」にあるといわれてきました。つまり、

地道な聞き込み捜査と、現場で培った経験こそが、犯

人を追い込む――というわけです。けれども、人間関

係が希薄になるなど、社会の変化に伴い、＜刑事の足

とカン＞だけでは、おのずと限界も出てきました。そ

うしたなかで、捜査の新たな主役になろうとしている

のが防犯カメラです。警視庁で初めて防犯カメラの画像分析が始まったのは 16年前のことでした。しか

も、運用を担ったのは捜査経験のない７人の素人集団。試行錯誤の連続だったといいます。劇的にハイ

テク化していく犯罪捜査の最前線を徹底ルポします。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 2020年夏季五輪・パラリンピックの開催地が９月７日夕（日本時間８日早朝）、アル

ゼンチン・ブエノスアイレスで開かれる国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）総会で決定

します。候補地は東京、スペイン・マドリード、トルコ・イスタンブールの３都市。東

京は 1964年以来、56年ぶりの五輪開催を勝ち取ることができるのでしょうか。３都市

それぞれの開催意義と課題について、現況を踏まえて分析します。 

 

 

 

 「昔はもっとふっくらした唇だったのに……」。加齢とともに、唇の衰えを感じてはい

ませんか。唇が薄くなるのは老化に伴う自然な変化ですが、メーク方法や唇のケア次第

で、「ふっくら唇」を取り戻すことができます。美容専門家にポイントを聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 結婚情報誌「ゼクシィ」は今年、創刊 20周年を迎えました。５歳の双子の男児を育

てながら働く伊藤綾編集長（40）は「５時に帰る編集長」として知られています。伊

藤編集長に編集現場から見た「女性と結婚」「女性と仕事」を語ってもらいます。 

 

防犯カメラが〝悪い奴ら〟を追う！ 

犯罪捜査最前線    朝刊 25日（日） 

インサイド「３都市最終報告」 

     27日（火）から９回  

「唇ふっくらテク」教えます くらしナビ面 26 日（月） 

結婚情報誌創刊 20周年に見る「結婚」 

くらしナビ面 29日（木） 
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 シニアを中心に、深夜ラジオが人気です。「ラジオ深夜便」などの長寿番組をはじめ、

シニアリスナーを意識した番組も相次ぎ登場しています。番組制作に対する作り手の思

いや、深夜番組をこよなく愛するリスナーらに話を聞き、深夜ラジオの魅力を探ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 「ドイツのワイマール憲法もいつの間にかナチス憲法に変わっていた。誰も気が

付かなかった。あの手口に学んだらどうかね」。事実関係も間違っている麻生太郎副

総理・財務相＝写真＝の「ナチス」発言。内外ともに厳しい批判を浴び、麻生氏は

「誤解を招いた」と撤回しましたが、本当にこれで終わったのでしょうか。「2020

年の五輪の東京招致の足を引っ張る」「ユダヤ人の影響力が大きい国際金融の世界で

相手されるのか」と懸念の声が上がっています。 

 

 

 

 

 

秋の夜長は深夜ラジオ  くらしナビ面 31日（土） 

麻生財務相「ナチス発言」は終わってない!? 

夕刊特集ワイド ８月 30日（金） 


